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上したと言える。同様に，グラフの見方についての理解
は０.５ポイント上昇し，グラフから露点や出てくる水蒸気
量の計算方法では０.４ポイント上昇している。このことか
ら，授業前と比較すると，生徒はグラフを読み取って露
点やその温度で出てくる水蒸気量を計算することがある
程度できるようになったと考えられる。
　以上の結果から，飽和水蒸気量曲線のグラフを読み
取って湿度を計算することに苦手意識があった生徒も，
テープグラフを用いた個人および班での学習活動を通し
て，水蒸気量や湿度に関する概念的な理解を深めること
ができたと考えられる。一方，多くの生徒は具体的な数
値として湿度や露点を求めることが依然苦手であり，教
材や学習指導のさらなる改善が必要であると言える。
⑵　自由記述での回答
　授業後アンケート内に自由記述欄を設けて，生徒の授
業に対する感想や見解を記述させた。得られた回答を一
部抜粋して表３に示す。表３では各コメントを，テープ
グラフ，学習への楽しさ，班活動，留学生，その他に関
するものに分類，整理して示している。
　テープグラフに対するコメントとして，例えば「テー
プグラフを用いてできたので，よくわかった。」，「テープ
グラフを用いることですごくわかりやすかったです。」，
「グラフにテープを貼るというやり方は初めてだったけ
ど，とても読み取りやすかった。」などの回答が得られた。
このことから，テープグラフは水蒸気量の視覚的な理解
において有用であると考えられる。
　学習への楽しさに対するコメントとして，例えば「い
つもと違った授業で楽しかった。」，「楽しく学ぶことがで
きた。」，「とても楽しかった。」などの回答が得られた。
このことから，留学生が，TTとして授業に参加し，テー
プグラフを用いて支援してくれることは生徒たちにとっ
て新鮮だったと考えられる。
　班活動に対するコメントとして，例えば「理科では実
験しかグループとすることはないけど，今日はしっかり
グループのことができたのでよかったです。」，「グループ
で活動することができて，意見も共有できて理解が深
まった。」「班活動が楽しかった。」などの回答が得られた。
このことから，班活動は生徒同士の学びを深めるのに役
立ったと考えられる。
　留学生に関するコメントとして，例えば「留学生の人
たちに，慣れない日本語で教えてもらいました（後略）。」，
「なぜ留学しようと思ったのですか？」，「留学生さんへ，
なぜ理科の先生になりたいと思ったのですか？」などの
回答が得られた。このことから，国籍・言語は違うが，
理科教師として来日している留学生に対して興味・関心
を示して，生徒たちが留学生と交流を持ちたい様子がう
かがえる。 
表３　授業後の生徒の感想（一部抜粋）
テープグラフ
煙テープグラフを用いてできたので，よくわかった。
煙テープグラフを用いることですごくわかりやすかった
です。
煙グラフにテープを貼るというやり方は初めてだったけ
ど，とても読み取りやすかった。
煙グラフにテープをはったりして学ぶのは楽しかった。
煙テープグラフがすごく見やすかったし，分かりやす
かった。
煙テープグラフを使って授業をしているのがよかった！
煙テープグラフのテープがそれぞれ違う色のテープだっ
たので，とても分かりやすかった。
煙テープグラフを使ったりしていつもとは少し違う理科
の授業を受けられました。
煙特に，テープを使った学習はわかりやすかったです。
学習の楽しさ
煙いつもと違った授業で楽しかった。
煙楽しく学ぶことができた。
煙とても楽しかった。留学生さんへ伝わらないこともた
くさんあるかもしれませんが，がんばってください。
煙楽しかった。
班活動
煙理科では実験しかグループとすることはないけど，今
日はしっかりグループのことができたのでよかったで
す。
煙グループで活動することができて，意見も共有できて
理解が深まった。
煙班活動が楽しかった。
留学生
煙留学生の人たちに，慣れない日本語で教えてもらいま
した。テープを使ったり，班で意見を出し合ったりし
てとても分かりやすかったです。
煙なぜ留学しようと思ったのですか？
煙留学生さんへ　なぜ理科の先生になりたいと思ったの
ですか？
煙日本は好きですか？
煙理科の得意な単元はなにか？
煙今回の学習はとても分かりやすかった。用語の意味が
理解できた。留学生さんは日本に来て何年目ですか？
煙外国人と交流できるのがよかった！
煙留学生の方も優しく教えてくださったのでよかったで
す。
煙国に帰っても先生の仕事をがんばってください。
煙留学生さん がんばれ。
煙留学生の方も優しく接してくれたので，気楽にできた。
その他
煙いつもとは違うグラフや授業で新鮮な気持ちで取り組
めた。
煙単語の意味が再確認できてよかったです。ありがとう
ございました！
－１１３－
テープグラフを用いて空気中に含まれる水蒸気の量と湿度について学ぶ中学校理科の授業実践
４．考察
　平成２９年告示の学習指導要領（文部科学省，２０１７）
では，育成を目指す資質・能力を，①知識及び技能，②
思考力・判断力・表現力等，③学びに向かう力，人間性
等の３つの柱で整理している。以下では，この３つの観
点から今回の教材や授業の成果と課題について検討する。
⑴　知識及び技能
　アンケート結果から，テープグラフを用いたことによ
り，生徒が水蒸気量をより視覚的に認識しやすいことが
示唆され，自由記述においても２６人中９人の生徒が
「テープグラフ」の有用性について指摘した。このこと
から，今回の教材は生徒が大気中に含まれる水蒸気量の
視覚的な理解を促すことに役立ったと考えられる。
⑵　思考力・判断力・表現力等
　授業の前半で，教師から水蒸気量・露点・湿度の各用
語を丁寧に確認，説明してから生徒主体のグループワー
クを行った。２６人中２人の生徒がグループワークの有用
性について回答した。基本的な知識を先に整理してから，
生徒同士の対話的な学びを取り入れたことで，効果的に
学習内容に対する生徒の理解が深まったと考えられる。
⑶　学びに向かう力，人間性等
　２６人中１１人の生徒が，「留学生から優しく接してくれ
た。」，「外国人と交流できた。」など，外国人理科教師で
ある留学生との出会いについてコメントした。授業中に
は，生徒たちも留学生と積極的に関わろうとする場面も
あり，生徒の興味・関心を高め新しい価値観の創造や知
的好奇心を刺激したと考えられる。
　上記も踏まえて，本教材は，水蒸気量を視覚的に表し，
生徒たちに実感を伴って理解させるのに有効であると言
える。欠点としては，プリント上での細かな作業を伴う
ため，テープグラフの利用法について事前の的確な指示
が必要である。特に，グラフ上の何℃の位置にどのよう
にテープを貼るか具体的な手順を明確にさせる必要があ
る。教材の操作に時間を要すると，学習の本質に触れる
対話の時間が短くなってしまい，対話による深い学びが
得られにくい。例えば，プレゼンテーションソフトを用
いて授業を進行する場合には，文字を大きくして見やす
くしたり，指示をわかりやすく伝えたりするなど，生徒
のグループ活動を円滑に進行するための工夫が必要であ
る。
 
５．結論
　本研究では，大気中の水蒸気を量的に捉えて湿度を計
算することが苦手な生徒が多い実態を踏まえ，生徒が水
蒸気量曲線のグラフを正しく読み取れるような教材や授
業方法を開発することを目的に，水蒸気量をテープの長
さで図示して操作できる「テープグラフ」を用いた中学
校理科の授業を実践した。水蒸気量を視覚的に示すテー
プグラフを活用することで，授業前は飽和水蒸気量曲線
を読み取ることが苦手だった生徒たちが，露点・飽和水
蒸気などの用語の意味を理解し，グラフが読み取れるよ
うになった。一方，アンケート結果からは，露点や湿度
の計算に課題を抱える生徒が依然として一定数存在する
ことが示唆された。本教材は，学習の導入での動機付け
や水蒸気量，露点の概念的な理解には有用性ではあるが，
具体的な計算問題を解く技能の向上において改善の余地
がある。可能な限りを反復練習の時間も確保し，知識及
び技能の定着を図る必要がある。
　これからの時代は変化が激しく，我が国においても厳
しい挑戦の時代を迎えている。次世代を生きる生徒たち
には，国と国の文化を超えて新たな価値を創造する主体
的に取り組む態度が求められる。国を超えた教師と生徒
の出会いが学びへの意欲を喚起し，新しい価値観や授業
を形成していくと期待される。今後も国際交流を含んだ
理科教育は新しい価値観を形成していくために重要であ
り，実践的な研究が求められる。
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